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あらゆる経済活動の重要業績評価指標に自然エネルギーを含めよう 

 
自然エネルギー世界白書 2021は目標と行動との乖離に警鐘を鳴らしている 
 

• G20 のうち 15 ヵ国が全分野を対象とした 2020 年の自然エネルギー目標を定めていな

い 

• この 10 年間、エネルギー消費に占める化石燃料のシェアは減少しなかった 

• 自然エネルギー電力は既存の石炭火力発電を打ちまかしている 
 

2020 年は大きな変革期となるかもしれない。世界経済はコロナ禍によって壊滅的な打撃を

被った。一次エネルギー需要は 4%減少した。しかし、この歴史的な減少にも関わらず、地

球最大の汚染主体である G20 は、自ら設定した野心的とは言えない自然エネルギー目標をな

んとか達成したか、未達成という結果に終わった。しかし、自然エネルギーによる健康、気

候変動、雇用創出といった便益に議論の余地はない。REN21 が本日公表した 2021 年度自然

エネルギー世界白書（以下、本報告書）は、クリーンでより健康的でより公平なエネルギー

の未来に向けて必要となるパラダイムシフトから、まだ私たちは程遠いことを示している。 
 

エネルギー全体に占める化石燃料の割合は 10 年前と同様に高い水準にあり(当時 80.3%、現

在 80.2% )、自然エネルギーの割合は若干上昇した程度である。昨年のエネルギー消費の歴

史的な減少にも関わらず、2020 年の自然エネルギー目標を設定していた G20 のうち 5 ヵ国

は、目標達成に苦労していた。他の 15 ヵ国は目標すら設定していない1。Rana Adib REN21

事務局長は「直近 10 年の気候政策に関する約束は空疎な言葉でしかなかったという不都合

な真実に気づきつつある。最終エネルギー消費において化石燃料の占める割合は 1 インチも

動かなかった」と指摘する。「化石燃料から脱却し自然エネルギーを新しい標準にすること

は、私たちが取りうる最も有効な取り組みである」。 
  

自然エネルギーへの転換は、必要かつ可能であるだけでなく、ビジネスでも合理的である。 

化石燃料は気候変動の原因であり、生物多様性の損失や汚染に大きく加担している。化石燃

料から自然エネルギーへの転換は必要なステップであり、自然エネルギーを新しい標準に据

えることはコストや技術の問題ではない。 

 
1 G20 は、需要部門（電力・運輸・冷暖房・産業）全てを含む全最終需要量(TFEC)における自然エネル

ギー目標を定めていない。本プレスリリース最後の G20 図を参照のこと。 



 

 

 

2| Page 

電力分野はすでに大きな進歩を遂げている。今日、ほぼすべての新しい発電容量は自然エネ

ルギーのものである2。2020 年に世界で 256GW以上が追加され、前年比約 30%増を記録して

いる。現在では、中国、EU、インド、米国を含むより多くの地域において、既存の石炭火力

発電を運転するよりも、風力発電や太陽光発電を新設する方が低コストである。この状況は

他の部門においても再現可能であるし、再現されるべきである。 
 

Sam Kimmins RE100 代表は「自然エネルギーへの転換は、ビジネス面でも環境面でも理にか

なっているため、加速している。自然エネルギー電力はすでに数百万もの雇用を生み、ビジ

ネス資金の節約にもなり、数百万の人々がエネルギーにアクセスできるようになった。しか

し、政府とビジネス界は、環境のためだけでなく、自然エネルギー電力によって賄われる 21

世紀の経済で競争力を維持するために、より速いペースで転換を推し進めていく必要があ

る。」と指摘する。 
 

復興政策は自然エネルギーの便益を無視して化石燃料依存経済に資金を拠出する 

2020 年には、気候災害に対するより強い取り組みを約束する傾向があったと本報告書は指

摘している。ここには中国、日本、韓国による炭素排出量正味ゼロ目標も含んでいる。グリ

ーン経済復興への資金提供の発表とともに、第二次世界大戦後のマーシャルプラン3よりも

公的支出を大きくすることで、2020 年を世界全体で気候経済と自然エネルギーのためのリ

セットボタンを押す年にするはずであった。しかし、転換を推進する代わりに、復興パッケ

ージは、自然エネルギーの 6 倍の資金を化石燃料に提供している。 

 

本報告書は根源的な問題を提起している。コロナ禍を転換の機会とすることから世界を遠ざ

けているものは何か？Stephan Singer 博士 CAN International 上級アドバイザーは「コロナ禍は

炭素による汚染を減らし化石燃料業界からの抵抗を打ち破るまたとない機会だったが、残念

なことに多くの政府はそれを活用しなかった。政府には企業の利益が重要であり、気候変動

でも人々の健康でもないという苦い教訓を私たちは得たのだ。」と指摘する。 

 

あらゆる経済活動の KPI に自然エネルギーを含めよう 

本報告書は、政府があらゆる分野で自然エネルギーをもっと促進しなければならないと明確

に示している。簡単なことではないが、その努力を大幅に増やさなければ、機会の窓は閉ざ

される。Adib REN21 事務局長「政府は、自然エネルギーを支援するだけでなく化石燃料設備

の大幅な縮小も推進するべきだ。こうした前進をより加速するためには、自然エネルギーの

 
2 2020年に増えた新規発電容量(正味)の 83%を自然エネルギーが占めている。 
3マーシャルプラン（正式には欧州復興計画、ERP）は 1948 年に承認された米国のイニシアチブであり、

西ヨーロッパに国外からの援助を行うものである。米国は第二次世界大戦後の西ヨーロッパ諸国に対

し、経済復興計画として 130 億ドル以上（2020 年では 1300億ドル相当）を拠出した。 
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利用をあらゆる経済活動、あらゆる予算、あらゆる公共調達における重要業績評価指標(KPI)

とする必要がある。すなわち、すべての省庁は自然エネルギーへの転換のための短期目標と

長期目標と計画を設定する必要があり、それらは化石燃料の明確な廃止期限とセットである

べきだ」と結論付ける。 
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REN21 と自然エネルギー世界白書について 

REN21 は科学、政府、非政府組織、産業界から参加者が集う、唯一の世界的な自然エネルギ

ーのコミュニティである。我々は技術、政策、市場の世界的な発展に関する最新で査読済み

の事実、図、分析を提供している。我々の目標は政策立案者が今すぐに自然エネルギーへの

転換を行うことを可能にすることである。 

 

自然エネルギー世界白書は毎年公開される自然エネルギーへの世界的な転換に関するレポー

トである。2021年版は自然エネルギーのビジネス需要についての章が含まれており、200名

以上の専門家による共著である。 
 
 
 

 
 

追加資料 
 
すべての資料は中央ヨーロッパ時間 2020年 6月 15日午前 0時 5分まで公開禁止。 

https://www.ren21.net/gsr/  
 
 

https://www.ren21.net/gsr/
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• 完全なレポートの最終 PDF 

• プレスリリースは複数言語で行われる (以下を参照) 

• 国別ファクトシート(アルゼンチン、オーストラリア、ブラジル、カナダ、中国、フ

ランス、ドイツ、インドネシア、日本、メキシコ、ナイジェリア、韓国、南アフリ

カ、スペイン、トルコ、英国、米国、ベトナム – 2021 年 6 月 7 日までにアップロー

ドされる) 

• 政策立案者のための要約 (重要事項) 

• レポートにあるすべての図の PDF 

• レポートのすべての統計の完全なデータパック (excel) 

• 過去の自然エネルギー世界白書 

 

言語 
このプレスリリースはインドネシア語、中国語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、日本

語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語、トルコ語、ベトナム語で利用可能。（翻訳は

2021 年 6 月 7 日にアップロードされる） 
 

メディアコンタクト 
Tammy Mayer, Communications Manager (+33 1 44 37 50 99) press@ren21.net 

Tammy Mayer, コミュニケーションマネージャー (+33 1 44 37 50 99) press@ren21.net 
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